1. 金銀山都市相川の成立と展開（金山の町佐渡相川 : 伝統的建造物群保存地区保存対策調査報告書） by 新潟県佐渡郡相川町教育委員会 & 佐藤, 利夫
1．金銀山都市相川の成立と展開  
図1－1下相川と上相川への旧道   
は一説に元亀3年（1572）の開山と伝えられている。他の相川にあ  
る寺社が近世初頭とされているなかで、上相川の初期鉱山集落と深  
く結ばれた寺である。  
この下相川の湊と銀山の園係姓徳子上西互±軍勢与野畢嘩に似て  
いる。慶長6年（1601）鶴子銀山の山師3人が相川山を発見し、そ  
れぞれ六十枚間歩・道遊・父（てて）の割戸を稼いだというのは、  
鉱石採掘法による新しい金銀山の開発を示しており、その前年の金   
山町の成立はその大開発を予測しているものである。まず、上相川  
に初期の鉱山集落が成立したのである。次頁の図はその概略図である。   
上相川は約12haの面積がある。元和期（1615～1623）には20余町の  
町屋があったと伝えられ、慶安年中（1648～1651）の地子帳には18町   
があった。この町が金山町であり、「上相川千軒」と呼ばれていた場   
所である。町名を記すと、  
上山の神町  鍛  冶  沢  鍛冶沢後町  鍛冶町  
田  町  田 町 後 町  弥左衛門町  上床屋町  
九郎左衛門町  九郎左衛門町後町  外 記 町  番屋町  
相 川 本 町  相  川  町  小左衛門町  柄杓町  
茶屋町奈良町  
当時の相川総町のうち2割に当る。この上相川の町屋の模様につい  
て『佐渡年代記』に、「上相川・閉山などいう所に小屋を作り、他国   
もの多く来り、金銀山の稼ぎをなす。これを山小屋と云しとなり」   
とある。ごく簡単に応急に造られた山小屋状の家屋が建ち並んでい   
た。山の神町は大山舐神社の旧社地のあったところ、鍛冶町は鐸な   
は じ め に  
相川には中世末、近世のはじめにかけて、北沢の上流部に日本最  
大の金銀山が成立した。戦国の動乱期ではなく、近世の幕藩体制の  
‾ 
草創期1ご、相川を中心とする金銀山が日本最大の金銀産出の鉱山イこ   
なったことは、幕府の財政的根拠として佐渡金銀山を重視すること   
となった。相川は近世初期に成立した代表的な金銀山都市である。   
1．1上相川時代  
中世社会における村落は、村落間の境界域に広い入会地をもって  
いた。その場所は隣接村落の共有利用地として利用されていた。当  
時の金銀山の所在地も、隣接村落の共有利用地に成立した例が多い。  
相川の場合は北側は小川村、南側は羽田村である。地頭支配領域は  
河原田本間氏、のち沢根殿の支配にあった地域である。  
慶長5年（1600）、佐渡代官河村彦左衛門による佐渡一国の中便指   
出検地が行われた。そのとき羽田村の地内に金山町が成立していた   
ことがわかる。羽田村検地帳には「佐州海府の内羽田村金山町当起」   
とある（『佐渡古実略記』）。東研寸である羽田村は三千四百刈余の刈高  
で有ろ了さ二‾この金山同一が矧十1町のもとになったのであるす北沢（二下   
流は濁川）の上流、左岸の山地一帯であった。通称上相川といわれ   
ている場所であるが、ここからは上相川番所を通じて、沢根暁子銀  
山に通じていた。また、山越えによる不便さから、鉱山地の諸物資  
の移送は、直接、山を下って下相川の湊を利用していたものと思わ   
れる。この下相川の湊にある戸川本興寺は永正3年（1506）あるい  
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間の山地区  図1－2 上相川の町々略図   
割戸をはさんで、上相川と割（わり）間歩の間のこの場所に、36人   
山師のうち次の山師らの居住地ができることになる。下田清次（清   
右衛門）・佐々井九助（九之助）らである。下田清右衛門は生国は伊   
豆の下田であろう。南沢の長明寺の主檀家であった。善知鳥神社の   
前身、住吉神社につながりをもった石川彦右衛門の持仏、阿弥陀仏  
をのちに持仏とした人物である。佐々井（笹井）九助は越前の出身  
で、伝承によると、はじめ間山の庄右衛門町に住んでいたという。   
佐々井氏の2代目は沢根上町にいた川上権左衛門の婿となって、同   
家の家業である廻船問屋を継いだ。このような奉行所の庇護のもと   
にあった御直山山師のほかに、自分山を稼いでいた山師もたくさん   
いた。問山から上町の台地にかけて、町名のもとになっている山師   
の名前をあげてみると、   
丹波弥十郎 （弥十郎町） 備 前 遊 白 （夕白町）   
豊部新五郎 （新五郎町） 大 坂 庄右衛門 （庄右衛門町）   
田中宗徳 （惣徳町）  若 狭 門兵衛 （門兵衛坂）  
川上五郎右衛門 （五郎右衛門町）石見六右衛門（六右衛門町）  
樋口五郎左衛門 （五郎左衛門町）   
以上のほか、次助町・嘉左衛門町・諏訪町・勘四郎町などもみられ   
る。山師のほか、金鬼（山師の下につき敷領分を支配するもの）・買   
石（鉱石を入札で買い取り精錬をする業者）などの住居もあった。   
上相川の町屋敷の総面積は約4haくらいと思われるが、その屋敷地   
は町家ごとに区画され、町家単位に地子が課せられていたと思われ   
る。寛永19年（1642）の相川町地子帳（断片）によると、町々の坪数に   
ど鉱山用具を製造する鍛冶屋衆のいた町、田町は羽田村の百姓田地   
のあったところ、弥左衛門町・九郎左衛門町・外記町・小右衛門町   
などは初期山師のいた町で、例えば、青盤脈に沿って掘られた坑道   
のなかに外記聞歩（「佐州金銀山立合引絵図」）がみられる。床屋町   
は金銀の精錬を行う場所、番屋町は右沢の六拾枚番所に至る番屋の   
あった場所、鉱山地域とはここから往還道が通じていた。相川町・   
相川本町は六拾枚付近にいた羽田村百姓の一部が町立てをした町で  
あろう。柄杓町・茶屋町・奈良町などは閉山から上相川に通じる坂   
道にあり、接客を主とした茶屋のあったところであった。上相川は  
最初の山の内の鉱山集落であった。   
1．2間山時代  
慶長9年（1604）の条に（『佐渡年代記』）「金銀山の内、山師共を   
雇い、御入用を以て穿出す所を御直山といい、山仕の入用を以て稼  
ぐ間歩を自分山という」とある文言から、当時の金銀山の経営のあ  
り方が窺い知れる。おそらく、上相川の町名のうち、小右衛門町（小   
左衛門町は誤記か）・九郎左衛門町はそれぞれ山師田中小右衛門・小   
泉九郎左衛門（九左衛門）のことであろう。大久保長安が伊豆・石   
見両国より銀山巧者なるものを呼び寄せた山師36人のなかに名をつ  
らねている。慶長9年の頃には多くの山師は上相川より地理的に便   
利のよい間の山の方に下りてきている。相川が入会地をながれる相   
川（あいのかわ）から付けられた地名であれば、閉山（あいのやま）   
は山々に囲まれた小盆地から付けられた地名である。中央部に道遊  
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丸山から京町をのぞむ  
対して課せられ、各町々により地子銀が相違するのはこのためであ   
る。金銀山の盛衰により町に賦課する地子は変動していた。個々の   
屋敷に対して上々畑並みの地子を一定して課せられるようになった   
のは元禄検地以降のことである。   
金銀山初期の山師名のついた町には、金見・買石・大工穿子など   
が一つの集団になって居住していたが、L山師のなかには自分の町を   
もたないものもいた。佐々井九助のように自分の間歩を持たないで、   
当初から鉱山物資の流通業に転向して商人になったものもいた。ま   
た、在地で用水路を引き帰農した山師もいた。17世紀の後半になる   
と、金銀山の好景気によって間歩（坑）に投資することはあっても、   
状況をみて、より安定した商業利得や農地取得へと向かう山師も少   
なからずいた。新町（真野町）へ出た山本半右衛門、海府の入川（相   
川町）に出た樋口五郎左衛門、新穂村長畝に帰農した川上五郎右衛   
門などである。 山本家は、かつて庄右衛門町にいたといわれ、川   
上五郎右衛門家は、石見の温泉津より川上梼左衛門らと渡来したこ   
とを伝えている。当時、鉱山の先進地である石見国や伊豆・甲州な   
どより渡来した山師や金見などがたくさんいた。間山はこうした渡   
来者が住んでいた場所である。   
1．3相川の上町時代  
大久保長安が慶長8年（1603）に佐渡代官に任命されると、いわ   
ゆる自然発生的に形成されていた町並みを、関東の城下町造成の手   
法にならって、相川の上町台地を中心に整備していった。上町台地  
（低位海岸段丘）には、羽田村の半田・清水力経という地名の田地   
があったので、当時の地主山崎宗清から五百両で買い取って、陣屋   
（佐渡奉行所）を築いたという。  
この台地一帯は陣屋や町屋に変わったために、奉行所では下相川   
の段丘上の「人見」「むれい」など、合わせて8haを替地として百姓   
らに与え、またその水田への用水路ぞいの山地を小川村から切り   
取って与えた。むかしからこの上町台地で水田耕作をしていた農民   
は、これを機に下相川に移り、海府百姓町と呼んでいた。また一方、   
上相川の田町あたりを耕作していた百姓も、相川の南部、羽田村（羽   
田百姓村）に移動した。したがって、新興の鉱山都市相川と下相川  
村との海境も不分明のまま時代は過ぎたが、江戸中期に至って、こ   
の両町村の海境は相川沖合の大瀬・みねケ島と下町の塩屋町岩佐嘉   
右衛門小路・長坂を結ぶ繰が境界と決められ、下相川村と小川村境   
も、とちね川を境とすることになった。  
上町の舌状台地西端に陣屋が建築されると、周辺に職人別あるい   
は職業別の町屋ができた。御直山の公費支給の物資は奉行所の指示  
を受けて、集住して、一つの町並みを形成した商人によって売買さ  
れたものと思われる。慶長9年頃より元和期にかけて形成されたと   
思われる町々を記してみる。   
水金沢（水銀流しをした場所か）・小六町（初期の遊廓街）・石打   
町（いしはたき）・炭屋町・紙屋町・板町・材木町・塩屋町・柴町な   
どが陣屋の下、海辺に並び、上町には篭坂町（長坂町）・八百屋町・   
味噌屋町・四十物町（あいもの二加工魚類小売）・京町・米屋町・大  
リ しノ   
京町の民家  
の米・炭・紙などが陸揚げされた。材木町番所は用材、羽田番所は   
陶器・雑貨・各種生活必需品の陸揚げがなされた。元和3年   
（1617）、幕府旗本の横目市左衛門が銀山の仕法を根本的に改め、樺  
行成績のわるい御直山（直営山）を整理し、長安時代の荷分け制に   
代わって、鉱石出荷量に対応した金銀納入を求め、採掘資材も前貸   
制をとって、流通過程の諸商品の公儀統制を強めた。ここに御用商   
人の登場する機会が生まれた。各番所付の問屋商人も多数生まれる   
ことになった。下京町の山田吉左衛門、八百屋町の相原善右衛門、   
中京町の伏見屋長右衛門らが身代を大きくする時期であった。また、  
鎮目奉行が入ると、別記の相川上町絵図にある後藤屋敷と同心町の   
部分を切り離して堀を切り、相川陣屋を縮小している。   
1．4相川下町時代  
『佐渡年代記』の寛永6年（1629）の条に「陣屋下通りの町制を   
極め、塩屋町に在し塩竃明神の社をも、今年江戸沢へ移す。一丁目   
より下戸迄の町並も以前は潮水にてひたせし所なるを追々築出し町   
並となる」とあり、『佐渡風土記』には「以前は大方海なり。匹】丁目  
弾誓寺前の岩等も水の巾にありという」とある。この埋立て前の地   
形は一町目裏町より四町目に至る段丘崖下まで海が迫っており、弾   
苔寺のある場所は突き出た岩場になっていたことになる。「往古はこ  
の岩に登り釣を垂れんとなり」と『相川志』は記している。   
相川の入江は下相川から材木町にかけての岩石海岸が突出し、一  
町目から下戸町にかけては砂浜海岸であった。慶長期から寛永期初   
工町などができた。  
相川の町づくりは大久保長安の意向が相当反映していると思われ   
る。長安は佐渡以外の国において、代官陣屋などを建てた実績があ   
る。その町立てには主要晶の円滑な流通を考えた城下町様式を導入   
しており、米・魚・味噌・塩・呉服などの重要生活用品を販売する   
商人町を陣屋近くに配置し、紙・炭・板・材木などの資材取扱い商   
人を海岸近くに住まわした。しかし、間もなく上町の商人は海に近   
い便利な下町の方へ移動していくことになる。  
また、大工町は慶長12年（1607）頃、敷（坑内）が深くなって採   
掘がむずかしくなると、奉行所直属の御手大工（坑夫）により採掘   
が行われるようになり、出水によって捨鉱となった坑道に横合水質   
（みずぬき）を掘って、産金量を上げる方法をとったときの、この   
御手大工の住んだ町が大工町である。  
慶長10年代になると、沢根～上相川経由の人・物の輸送は少なく   
なって、相川湾からの廻船による移入が多くなった。この頃、臨海  
部に置かれた番所は大間・羽田・材木町・海府・下戸などである。   
佐渡にあった11番所のうち、相川の臨海には5番所があった。ただ   
し、下戸番所では、当初、年貢米などの通過監視などの業務のみで、   
番所御役（十分一税）は徴収しなかった。佐渡の番所は通行人の手  
形を改める業務のほかに、口屋（問屋）的機能を合わせもち、移出   
入の荷物にたいする課税も行っていたので、その徴収御役高の多い   
湊の番所が最もにぎわったことになる。元和9年（1623）には大間   
番所だけで、全体の諸役の4割を越えていた。大間湊には島外から  
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図1－3 相川の下町南部略絵図  
下町の風景  
年までの古い町並は岩石海岸の海岸段丘下に成立している。江戸時   
代初期の相川へ至る国仲方面からの道は、上相川番所を経て上相川   
へ入る道、青野峠を経て大工町に至る道、善行寺または妙円寺から   
南沢を経て上町へ入る道など、これらの道は日常の往還というより   
も作場道であった。そして、中世から沢木艮町と相川を結ぶ往来は比  
較的峠の低い中山越えの下戸に至る道であった。『相川志』には、む  
かしは折戸とも苦いたとあり、下戸村の由来記には「下戸村ハ羽田   
村ノ分レニテ、永仁二年、羽田村ノ百姓椎野弥五八ノ妹ヲ椎野元八   
二見合セ、沼田デアツタ折戸ヲ切開キ、田畑開発ヲシタモノデアル」  
とある。下戸という地名は各地にみられる地名で、山の一方の「上   
戸」にたいして反対側を「下戸」と名付けたもので、真野湾側の沢   
根は上戸、海府の方を下戸と称したものであろう。能登にもその例   
があり、内浦側の飯田に上戸があり、外浦に下戸（折戸）がある。   
この中山越えの道中がにぎわうようになったのは、一町目から下戸   
までの埋立が進んでからである。  
下戸番所の南側、相川府外にある蟹人町（海士町）は江戸初期の  
慶長・元和頃は一町目浜辺にいた海士が移住して町立てがされたが、   
近世はじめ出雲あるいは石見国より差配人刀根仁兵衛・磯西茂左衛   
門に随身してきたと伝えている。一町目裏町は片町になっており、   
寛永7年（1630）に海士町の浜側に居住するようになった。その下   
の浜には奉行所の官船を船囲いしていた。また、五郎左衛門町も西   
側の浜を向いた片町で、寛永初期頃に山師樋口五郎左衛門が町立て   
をした。五郎左衛門はのち、入川に帰農することになった。馬町は  
公儀の附出し伝馬が18疋繋留されていたという。羽田村は段丘上に   
いた百姓が移住して町立てされたところで、中町といわれていると   
ころである。元禄検地では屋敷は41筆あった。文化年間（1804～1817）   
になると、48人の百姓に増加しているが、住家は26軒のみとなって   
いる。屋敷地をそのままにして、海の方の下戸町の方に移り住むよ   
うになったものであろう。   
「下戸村屋舗明細」には下戸町つまり五町目は元下戸村敷地であっ   
たことを記している。馬町川より南はもと下戸村地内であって、こ   
こから海士町川までの浜を埋立てをして町屋ができた。宝暦2年   
（1752）、相川町々の家屋敷間数の改帳を作るよう指示がでて、宝暦   
8年（1758）にその明細墨引ができた。この改帳により新たに軒役と   
いう町役目が課せられた。町の月番人足などの賦役を義務づけられ   
るようになった。相川の南側に埋立がのびてくると、羽田村・下戸   
村地内が町屋となり、下戸町（五町目）ができ、下戸村の一部、上   
町が残されることになった。下戸町に続いて南へ下戸炭屋町ができ   
た。この町は炭を商った炭屋孫左衛門が開発したところである。－・   
町目から四町目までの間、町長さはまちまちであるが、平均して68   
間となるから1町余の長さになる。ほぼ1町ごとに計画的に地割さ   
れている。それぞれ、浜町は宝永4年（1707）に埋立てられて、正   
徳年間（1711～1715）頃に市町ができた。町屋が整備されるのは埋立   
てがはじまってから百年近くかかっている。  
5   
図1－4 18世紀後半の相川上町と下町北部略絵図  
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注  
数字は間数。  
（）内数字は面積  
で畝、歩。  
屋敷中の建坪は  
不明。三分の－一く  
らいが建坪と推定。  
「相川町元禄検地帳」「文政九年相川町墨引」「安政五年屋敷帳」より  
図1－5 大工町南側屋敷（裏町通～木原坂）居住者の推移  
一屋舗 表口1間半 後へ10間半   16歩   1分1厘役  
（検地講／／）吉右衛門 佐七  
一屋舗 表口2間  後へ10間半  21歩   1分4厘役   
（検地講 〃）喜十郎 儀兵衛   
町役は合わせて半軒役、1筆に2人ずつ、計6世帯が住んでいる。  
軒役の決定は慶安2年（1649）に行われた屋敷地子帳によったものと  
思われ、当時は相川の家数は1，664軒であった。元禄検地で半軒役と   
なっているのは、この間に半分に分筆されたことになる。   
時代とともに屋敷は分筆され細分化されていくようすを、下町の   
南部地域の町屋でみた。  
次に上町の中心部、上京町・下京町をみると、元禄検地の屋敷筆   
数が51であったが、文政（1826）には竃数77となっている。同一屋敷   
に数世帯いたことを示しているが、下戸町（下戸町・同浜町・同炭   
屋町・同裏町・同浜町）のように99筆から292竃ほどではない。相川   
の人口密集地は上町から下町へ、さらに南の方に移っていったこと   
がわかる。  
さて次に、上町の最上部の大工町の屋敷分筆のようすや居住の推   
移について述べることにする。現在、大工町は過疎化しているが、   
元禄年間には82筆の屋敷があった。屋敷面積は1町7反余あった。   
この頃は、まだ銀山の金掘職人（大工）が相当いたと思われるが、   
このあと金銀山が衰微していくと、職業も多様化し、幕末からは過   
疎化がはじまる。上記の図は大工町の南側、南沢へ下る裏町通りと   
木原坂に囲まれている屋敷9畝28歩について、分筆と居住者の推移  
下町の町並  
1．5軒役と竃数と職業  
宝暦8年（1758）の下戸村の「居屋敷分見軒役明細墨引」をみる  
と、屋敷検地講主をもとにして軒役の町役を課している。地子は屋   
敷面積にたいして上々畑並みに賦課されていたから、実際には間口  
の広さに比例することはなかったが、奥行が限られている場所では   
間口に比例していた。宝暦の軒役の細分化は屋敷地の分筆となって   
現れている。  
たとえば、  
一屋舗 表口3間 後へ8間 24歩 半軒役  （検地請  
三十郎）徳兵衛  
一屋舗 表口3問 後へ8問 24歩 半軒役  （検地話  
同 上）三十郎   
以上のように三十郎屋敷を半分にわけ、徳兵衛に譲ったことがわか  
る。また、下戸村のうち下戸町（五町目）となった部分についても、  
元禄検地で五兵衛という百姓が検地講をした屋敷2畝15歩は、宝暦   
8年（1758）には1畝15歩、1畝に分筆し、半軒役ずつとして、そ   
れぞれ文吉と勘照に売り渡した。もとは下戸村の土地であるが、町  
制のあと相川町高に入れてしまっている。旧百姓村が町に吸収され  
ていくようすがわかる。同じく町屋となった例に2畝13歩の徳兵衛   
屋敷がある。  
一犀舗 表口3問半 後へ10間半 1畝6歩  2分5厘役   
（検地講徳兵衛）権兵衛 書十郎   
7   
表1－1文政9年の相川町の職業別軒数  
???????????????????????????
桶  屋  
??????????? ????????????
日 雇 取  
諸  役  
商  人  
勝場仕事師  
針 仕 事 師  
出 入 奉 公  
家 大 工  
漁  師  
銀山仕事師  
人  足  
魚 商 売  
駄 賃 持  
寺  
医  師  
銀 山 鍛 冶  
銀 山 大 工  
鋼床屋仕事師  
番  人  
薪炭材木南  
諸役所小道  
?? ?????????????????
手伝穿  
????????
子  
番  匠  
板  取  
濁 酒 屋  
修   験  
畳  刺  
按 摩 取  
石   撰  
御用炭持子  
飴屋菓子屋  
??
???
??
??
??
料 理  ??
売 女 屋  
百   姓  
帳 付 師  
塗 物 師  
水   場  
本途仕事師  
ねこ流し  
????
但し、10軒以上ある職種のみ  
をまとめたものである。元禄期から宝暦期までの間は地主が代わり、   
よく分筆されていることがわかる。文政9年（1826）における職業  
をみると、銀山大工はみられず銀山関係業とは無関係の職業の人が  
住んでいる。屋敷は1畝歩（30坪）前後が多く、間口は3間前後の   
ものが多い。2間の間口の家もあるが、多くは分筆のときに生じた   
ものであろう。相川は居住者の出入がよく行われた庶民の町だった   
のである。  
文政9年の相川墨引によると、町民の職種は165種にのぼり、10軒   
以上ある職種は上記のようなものであった（昭57．相川郷土博物館   
『町のにぎわい』）。  
各種職業合わせ165種にのぽる。相川は佐渡奉行所所在地の消費都   
市であると同時に、金銀採掘の生産都市であって、多様な機能をもっ  
た複合都市であった。幕末の慶応3年（1867）の二町目の宗門改帳に  
より、職業のようすを、文政9年の相川町墨引と比較したものが次   
頁に示してある。文政9年には北端から山側に19軒、浜側に21軒あっ   
た。このなかに53世帯（宅数）がいた。また借家住いの者も相当い  
た。しかし、41年後の慶応3年には50世帯（竃数）が入っている。  
この間で同職種が続いているものは8軒にすぎない。きわめて職業   
は流動的で不安定であった。鉱山の盛衰によって職業が変化してい   
たもののようである。そして、空家ができたり、借家住いの店子が   
たくさんできた。  
家数は二町目と二町目浜町で合わせて軒役が47軒半、家数が74軒、   
罵数は123であった。17世紀頃にくらべて、しだいに家数は増え、さ  
らに世帯は細分化されていることがわかる。  
元禄検地の行われた年（元禄7年）の相川の戸数と人口は、3，086  
世帯（竃数）12，449人であった。これにたいして宗門人別帳による  
と、文化11年（1814）に1，650戸（軒役）であった。竃数（生計を同  
じくしている世帯）でみると、2，600～2，800位であまり減少してい  
ない。人口の増減は戸数の増減でなく、竃数の増減となってあらわ   
れた。上相川および上町は江戸後半期になると、いちじるしくさび   
れ、南部の臨海部の町々が活況を呈するようになった。   
1．6 ま と め  
相川は安政5年（1858）7月27日に南沢より出火、上町と羽田町  
より下相川に至る広い範囲が類焼した。町屋の911軒（罵数1，525）  
が焼失した。相川の近世初期に形成された多くの町屋が失われた。  
相川は火災の多い町であった。記録に残る火事だけでも明治年間   
まで55回を数える。職業の異動の多い特徴と合わせ、番匠（家大工）   
はじめ木挽・左官・石切・表具師・畳屋などが多く、町民の災害に  
たいする対応は早かった。しかし、在郷の農村でみられるような建   
築用材を吟味して、見栄えのする建築を指向する気風はみられな   
かった。わずかに明治末期から大正初年にかけて「庄屋のエイヨウ  
（栄耀）普請」の時代があったにすぎない。   
相川は一見、江戸の下町風情にも似た自由な雰囲気をただよわせ   
ている。他方面から寄り集まり、情報の交錯する町であったからだ   
ろう。明治を迎えて、佐渡金山は国家投資によって、巨大な精錬過   
．ヾ  
表1－2 相川二丁目居住者と職業  
文政9年（1826）「相川町嘔引」  摩応3年（1867）「宗門人肌改帳」  
紺   色至  り  か（2）  
湯   hモ  持 戒（3）  
青物商人  岩  助畑  
小細工師  藤  助（2）  
〔佐右衛門貸家〕   
油建木犀  兵右衛門（3）  
袈裟衣尿  小兵衛（7）  
旅 人 桶  川雲居J圭才∫衝門（3）  
相  良モ  弥兵衛  
湯  犀  久兵衛  
召  物  因  岩  助  
睦  ぼi 小  夜  
兵右衛門  
佐左衛門  
出雪屋住右衛門  
′′左衛門  
利兵衛  
‘左膝佐速  
半  七  そばや 惣八  
忠五郎  物ぬい ぬい  
武ホ南門 嘉  吉  
久五郎  左官利左衛門  
11】巾春輪  
伐兵衛  U屏取 吉三郎  
伊藤ニイ∫衛門  
濁  所  屋 合 葉  色三  
旅  人  柄  
名  主  
小  商  い 即  し＼、 師  
楕  椚  撞
子7  T. 
刻 用 草 屋  
家  人  工  
古  希  屍  
御役所．藩医師  
小  商  い 町  年 寄  
辰  蔵（4）  
万之助（4）  
ゆ  う（1）  
幸四郎（5）  
文右衛門（4）  
粛  吉（3）  
久五郎け）  
ホ次郎（4）  
せ  い（7）  
文  吉（5）  
東  助（8）  
そ ば や  
廻船水主  
針仕事師 
焼 結 屋  
刻煙草屋  
紺辱卜型附
古市商人  
刻慄草屋  
針化事師 
鍛   冶
餅   師
日  雇  取  市太郎  本途仕事師 幸 吉  廻 析 持  又五郎（2） 日  雇  取  市次郎  出人奉公 さ か   
韓  物  師  文  吉  日 雇 取  久才潤門（2）  
料  坤  毎号  友才1衛門 明記  針仕事師  き  せ（2〉  
御 用 研 師  中田丁裾子  音盤間歩油番 愛  次（5）  
御 用 準 帥  村田食ん衛門  紺   屋  宗  七（5）   
イf  【二  久右衛門  左官日雇取  幸  七（4）  
珊  人  惣  七   
地  水  汚  磯  助  青盤間歩油番 惣助  卸間吹所板取 庄  八（4）  
表1－3 職種別竃数およびその割合  
（文政9年）  
職  業  罵数  割合  
?????
採  掘  266  
選鉱精錬  332  
資材供給  52  
?????
水   損 ／j、四郎（6）  
督   hミ  得兵衛（4）   
鱒 頭 后ミ  藤右衛門（3）  
湯   屋  吉右衛門ほ）   
萬未聞歩稼人 誤  吉（4）  
髪 結 い  清太郎（3I  
田  眼 医  市  立  堅      h‡ 五右衛門  出入奉公 た ま   
小  商  い  季太郎  本途仕事師 善之助  
広悪食下掛  樟上屋市ホ衛門   
み  烏号  音右衛門   
質  屋  小兵衛  
畳  
畳  
京  大 1二  新  蔵      屋 ．1†十郎  
屋  金五郎  桶屋 孫太郎   
青  物  屋  又右衛門  
町  同  心  広m浜吉  
l† 裾  取  推次郎   
提  灯  屋  八l吉  
鍛  冶  斉兵衛  網床屋仕事師 藤吉   
雪子間歩かなこ  定八郎  
奉行関係  
農業・漁業  
商   業  
職   人  
医師など専門技術者  
日雇労働者  
そ の 他  
????????
????????????????? ??????????
蔵（5）  商   人  
御普請万職人  
木途吹大－Ⅰ二  
l用   人   
．??
????????
指 物 師  
針仕事師  
講職人頭取   
日 雇 取  
素読椚尾   
紺屋仕事師  
列  蔵（6）  
と  わ（1）  
観之助（8）   
金左衛門（3）  
儀兵衛（Z）   
伝四郎ほ）  
針仕事師  て  る（1）  
脚仕入稼仕事師 権左衛門（5）  
御代人樺仕事師 伊太郎（4）  
【l扉 取  由  蔵（3）  
本途臍挽  J之助（2）  
日 雇 取  市二郎（2）  
番   人  司J太郎（5）  
針仕弔師  しl ね（2）  
出入奉公  ち  え（1）  
2，670   100  
資料：TEM研究所『図説佐渡金山』  
注）双方、必ずしも同屍敷の居住者ではない。（）内は家族数。   
程の設備が北沢に建設された。また、戦時中は海岸の廃石からの採  
鉱もあって、一時採鉱量が増大するが、その後は縮小、経営移管、  
休山へと向かっていった。   
かつての相川湾の砂浜海岸は、いま近代的な埋立工事が進行中で  
ある。やがて新しい町がここに誕生するであろう。金銀山として生  
まれた町には、産業の町として、行政の町として、また生活の町と  
しての顔がある。一方、歴史と文化を重ねた町の雰囲気もある。  
???
